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第1回 学術情報流通の情報収集に役立つサイト紹介（10月）

話題提供：図書館系情報源の紹介
カレントアウェアネス・ポータルの取組
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4話題提供：図書館系情報源の紹介 4

カレントアウェアネス・ポータル：
図書館界、図書館情報学に関する最新の情報を、
図書館員や図書館情報学の研究者にお知らせする、
国立国会図書館のウェブサイト。2006年公開。

https://current.ndl.go.jp/
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カレントアウェアネス・ポータルのコンテンツ

話題提供：図書館系情報源の紹介 6

調査研究CAシリーズ

CA-R CA-E CA
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CA-R（カレントアウェアネス-R）

性格：ブログ記事（2006年開始）
速報ニュース CA-E、CAのネタ帳

執筆者：調査情報係（係4人 + 非常勤調査員）

掲載頻度：毎勤務日

掲載数：1日8記事から10記事程度
= 月間約200記事
= 年間2,000記事から2,500記事程度
（累積）約3万4,000記事 ※2021年10月時点

話題提供：図書館系情報源の紹介 7
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CA-E（カレントアウェアネス-E）

性格：メールマガジン（2002年創刊） 1記事2,000字程度
事業紹介・文献紹介・イベント参加報告

執筆者： 調査情報係、当館職員、外部執筆者

配信頻度：原則隔週（木曜日）/ 配信数 約6,600アドレス

配信数：年22回 1号当たり、5記事から6記事掲載
＝年間110記事から130記事程度
（累積）2,430記事 ※2021年10月現在
配信に合わせてポータルサイトにも掲載（HTML）

話題提供：図書館系情報源の紹介 8 8
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CA（カレントアウェアネス）

性格：情報誌（1979年創刊） 30頁前後
➢一般記事（4,000字：トピックの解説）
➢動向レビュー（6,000字：トピックの近年の動向整理）
➢研究文献レビュー（10,000字：トピックの近年の研究史整理）

編集企画会議による記事案の選定

執筆者：その分野の専門家・実務家（研究者・図書館職員）

刊行頻度：季刊 ※2001年までは月刊

記事数：1号当たり、5記事前後
＝年間20記事から25記事程度
（累積）2,007記事 ※2021年10月現在
刊行に合わせてポータルサイトにも掲載（PDF、HTML）

話題提供：図書館系情報源の紹介 9
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調査研究

性格：図書館研究シリーズ（1960年～）図書館調査研究リポート（2002年～）

➢国立国会図書館が果たすべき役割及び関係機関との連携協力の方向性を

明らかにするための調査

➢各館が単独で実施できないような総合的または大規模な調査

執筆者：主に委託による調査（シンクタンク・研究者）

刊行頻度：原則隔年

2017年 超高齢社会と図書館

2018年 公共図書館における障害者サービスに関する調査研究

2020年 地域の拠点形成を意図した図書館の施設と機能

刊行に合わせてポータルサイトにも掲載（PDF、EPUB）
話題提供：図書館系情報源の紹介 10
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カレントアウェアネス・ポータル
2006年

話題提供：図書館系情報源の紹介 11

調査研究CAシリーズ

CA-R
毎日

CA-E
隔週

CA
年4

1979年～2006年～ 2002年～

1960年～、2002年～
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何に活用されている？

• 情報収集，業界動向把握

• 業務改善やサービス提供の参考

• 執筆，授業，講演，イベントのネタ探し

• 研究テーマに関する知見を得る

• 仕事のアイデアの源泉

• 具体例の調査

• 図書館運営委員会への提案

13話題提供：図書館系情報源の紹介
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どんな人が利用している？

• 年齢 30代（25.9％），40代（24.4％）

• 職業 図書館員（56.9％），研究者（11.2％）

• 利用頻度 ほぼ毎日（34.0％）週1以上（24.4％）

月1以上（31.0％）

• 満足度 満足+どちらかといえば満足（95.4％）

※2020年度調査（2021/2/1～3/26実施）より

14話題提供：図書館系情報源の紹介
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①検索窓

サービスの利用方法：検索
※詳しくはポータルに説明ページがあります。

https://current.ndl.go.jp/how_to_search

話題提供：図書館系情報源の紹介

https://current.ndl.go.jp/how_to_search
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②検索結果に対して、
右カラムで、並べ替え・絞り込みが可能！

並べ替え：関連性（レレバンス）, 日付

絞り込み：国・地域，記事種別，
テーマ，館種，組織・機関

話題提供：図書館系情報源の紹介
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その他：テーマ、国・地域での検索

右カラム
下方

話題提供：図書館系情報源の紹介
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RSS

• CAコンテンツ

–ポータル全体の新着情報

–コンテンツ毎の新着情報

（CA-R，CA-E，CA，調査研究）

https://current.ndl.go.jp/about

• アグリゲーションサービス

–図書館関係雑誌目次RSS集（国内）

https://current.ndl.go.jp/node/9811
19

Twitter

＠ca_tweet

話題提供：図書館系情報源の紹介

https://current.ndl.go.jp/about
https://current.ndl.go.jp/node/9811
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カレントアウェアネス-Rの情報源

• インターネット上の公開情報

×紙媒体 ×人（電話・メール）

• 公式情報（公式ウェブサイト／SNSの公式アカウント）

×図書館員個人のブログ・SNS △オンライン新聞や新聞DB

➢各記事は情報源としたURLを掲載する、
当該記事に関する情報のリンク集的な体裁

※公式の情報源を確認することが可能

話題提供：図書館系情報源の紹介 21



3話題提供：図書館系情報源の紹介 22
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情報源（国内）（ウェブサイト/SNS）

各図書館

各図書館の設置母体 ：地方公共団体・教育委員会・大学等 …

図書館関連団体等 ：日本図書館協会、地域別・館種別図書館協会 …

中央省庁 ：内閣府、総務省、文部科学省、文化庁 …

その他（類縁機関）：

(独)国立博物館機構、日本博物館協会、(独)国立美術館、全国美術館会議、

全国歴史資料保存利用機関連絡協議会、歴史資料ネットワーク …

図書館情報学系雑誌： 図書館関係雑誌目次RSS集

https://current.ndl.go.jp/node/9811

参考）図書館関連メディア： STI Updates、HON.jp …
話題提供：図書館系情報源の紹介 23

https://current.ndl.go.jp/node/9811
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情報源（海外）（ウェブサイト/SNS）

国際図書館連盟（IFLA）

国別・地域別・館種別図書館協会
米国図書館協会、英国図書館情報専門家協会、豪州図書館協会、
欧州図書館・情報・ドキュメンテーション協会連合
北米研究図書館協会 …

国立図書館
米国議会図書館，英国図書館，カナダ国立図書館・文書館 … 

図書館監督官庁
英・Libraries Taskforce，仏・文化省…

話題提供：図書館系情報源の紹介 24
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情報源（海外）（ウェブサイト/SNS）

関連企業・団体
IIPC, OCLC，RDA，ORCID，DPLA，Europeana, EIFL，PeerJ，
W3C, Internet Archive，DAISYコンソーシアム ，NISO, NAPLE, …

図書館情報学系雑誌
IFLA Journal，College & Research Libraries，Library Quarterly，
Library Journal

参考）図書館関連メディア
LJ infoDOCKET（Library Journal）, Day in Review,
Open Access Tracking Project, Public Libraries News, 
Library Technology Guides industry news report，ACCESS,
Documentary Heritage News …

話題提供：図書館系情報源の紹介
25
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• RSSリーダー（フィードアグリゲーター）
登録したウェブサイトのRSS等による更新情報を収集

• はてなアンテナ https://a.hatena.ne.jp/
登録したウェブサイトを更新順に表示

• Googleアラート https://www.google.co.jp/alerts
登録した単語でGoogleにおける新しい検索結果が見つかった際に
RSSで通知

• マチパブ http://machi.jpubb.com/
地方公共団体のプレスリリースを集約したウェブサイト

情報収集のためのツール

https://a.hatena.ne.jp/
https://www.google.co.jp/alerts
http://machi.jpubb.com/
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World Wide Web
公式

情報

収集
RSSリーダー・はてなアンテナ・Googleアラート・マチパブ

選定

CA-R
公式
情報

• CA-E
• CA
• 調査研究

CA-Rの記事化の流れ
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■長所

・速報性

・インターネット上で閲覧可能な公式情報に基づく記事

・海外事例が豊富

■短所

・非網羅性

・インターネットで確認できない情報は不掲載

➢ 独自のウェブサイトがない学校図書館、議会図書館等の情報が少ない

話題提供：図書館系情報源の紹介 28

特徴

⇔ saveMLAK・日本図書館協会等、他媒体による情報発信との
相互補完
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ご清聴ありがとうございました。

Twitterのフォロー
@ca_tweet

RSSの登録
https://current.ndl.go.jp/rss.xml

をお願いします。

カレンちゃん


